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・
全
老
連 

代
表
者
会
議

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
和
歌
山
大
会
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９

県
老
連
事
業
報
告

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て

察
ゾ
ー
ン
に
関

す
る
問
題
に
つ

い
て
、
ワ
イ
ワ

イ
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
回
答

を
出
し
、
み
ん

な
揃
っ
て
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
参

加
41
チ
ー
ム
中
、

な
ん
と
初
参
加
で
８
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
や

他
の
参
加
者
と
一
緒
に
な
っ

て
歩
き
な
が
ら
、
考
え
な
が

ら
、
本
当
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ク
ラ
リ
ー
本
番
。
実

は
、
私
た
ち
５
人
は
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
初

参
加
！�

あ
ま
り
ル
ー

ル
も
よ
く
分
か
ら
な
い

ま
ま
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
。

　

朝
、
地
元
由
良
町

の
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
送
ら
れ
な
が
ら
、
午

前
10
時
に
ス
タ
ー
ト
。
５
名

は
、
コ
マ
図
を
頼
り
に
、
途

中
の
観
察
ゾ
ー
ン
や
ル
ー
ト

上
の
様
々
な
課
題
・
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
約
２
時
間

ほ
ど
で
ゴ
ー
ル
地
点
に
到
達

し
、
そ
こ
で
出
題
さ
れ
る
観

者
等
約
１
万
人
と
合
わ
せ
て

約
２
万
人
が
参
加
す
る
中
、

私
た
ち
も
入
場
行
進
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
参
集
す
る
選
手

の
皆
さ
ん
の
お
元
気
さ
と
、

地
元
の
関
係
者
に
よ
る
壮
大

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

競
技
の
開
催
会
場
で
あ
る
由

良
町
へ
移
動
し
、
宿
舎
に
入

り
ま
し
た
。

　

そ
の
宿
舎
で
は
、
幻
の
高

級
魚
ク
エ
鍋
を
は
じ
め
と
す

る
海
の
幸
尽
く
し
の
料
理
で

大
い
に
鋭
気
を
養
い
ま
し
た
。

　

迎
え
る
10
日
は
ウ
ォ
ー

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９

全
老
連 

代
表
者
会
議
の
概
要

　

令
和
元
年
11
月
９
日
～
12

日
、
第
32
回
全
国
健
康
福
祉

祭
和
歌
山
大
会
が
開
催
さ
れ
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
競
技
に
、

淡
路
市
の
私
た
ち
「
お
の
こ

ろ
５
」
の
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
前
日
の
８
日
は
、
翌

９
日
の
総
合
開
会
式
に
備
え

和
歌
山
市
内
の
宿
舎
に
前
泊

し
、
総
合
開
会
式
に
は
、
全

国
か
ら
参
加
者
約
１
万
人（
兵

庫
県
選
手
団
１
６
１
人
）、
一

般
観
覧
者
・
招
待
者
・
出
演

化
を
通
じ
て
老
人
保
健
福
祉

の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
に

開
催
す
る
も
の
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
を
取
り
巻
く
諸
課
題
を

は
じ
め
、
令
和
２
年
度
全
老

連
事
業
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
今
回
の
会

議
で
は
、
①
老
人
ク
ラ
ブ

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」
の
総
括
報
告
、
②
分
担

金
の
見
直
し
問
題
が
中
心
と

な
り
ま
し
た
。

１�会員増強運動の今後のあるべき方向について
　❶　市町村老連の再生に向けた取り組み
　❷　全員協力での会員増強運動
　❸　体制づくりと目標の共有化が積極性を生む
　❹　60歳代に限定せず高年全層に加入の呼びかけ
　❺　地道な勧誘活動が有効
　❻　�「独自の運動目標・計画」を加え、主体的な運

動展開を
　❼　都道府県・指定都市老連ごとの分析・評価を

２�分担金の見直しの提案
　❶�　かねてから議論のあった加入団体間の負担格差
を縮小する。

　❷　負担金算定方式の見直し
�　＜現　行＞
　　平等割40％・クラブ数割60％
　　【総額固定方式】
�　＜改正案＞
�　　加入団体均等負担＋＠１６０×クラブ数
　　【クラブ数による変動方式】
※��令和２年３月の全老連の理事会・評議員会での議
論の上、分担金の見直しが行われる予定です。

　

令
和
２
年
１
月
29
日
か
ら

30
日
に
か
け
て
、
全
老
連
で

「
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
代
表
者
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
年
１
回
、

全
老
連
に
加
入
す
る
す
べ
て

都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

の
会
長
・
女
性
代
表
者
・
事

務
局
長
が
集

い
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
性

化
と
組
織
強


